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1．2017年12月期通期連結業績　

（売上内訳）

※

2017年12月期連結業績 補足資料

（億円、％）  

予想：2017年8月10日公表予想（売上高の内訳については、2017年11月13日見直し後のものです。）

2018年2月13日

井関農機株式会社

（2017年1月1日～2017年12月31日）

（億円）
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１）前期比

  (1)売上高　1,584億円（前期比＋53億円、＋3.5％) ： 国内、海外売上高ともに増収。

・国内売上高　1,231億円（前期比＋21億円、＋1.7％）

・海外売上高　353億円（前期比＋32億円、＋10.0％)

・営業利益　40億円（前期比＋15億円、＋60.1％）

・経常利益　42億円（前期比＋26億円、＋159.8％)

・税前利益　38億円（前期比＋27億円、＋248.4％）

・当期純利益　28億円（前期比＋19億円、＋227.0％）

２）予想比

 (1)売上高：予想比△21億円（国内△24億円、海外＋3億円）

・

・

 (2)収益

・営業利益：予想通り

・経常利益：予想比＋1億円

・当期純利益：予想比△1億円

３）配当：1株当たり30円の期末配当予定

  (2）収益 ： 国内直系販売会社の収支構造改善、インドネシア生産子会社の黒字転換、

　　　　 　　  中国持分法適用会社の収益改善、経費削減の継続実施により増益。

税前利益は、熊本地震に係る補助金収入＋5億円、施設違約金△4億円等の特別損益の
計上により、＋27億円。

営業利益は、施設工事における工事損失 4億円の引当計上があったものの、国内直系
販売会社の収支構造改善効果 7億円、インドネシア事業の収益改善 11億円等により、
＋15億円。

農機製品はトラクタ好調も、ＯＥＭ供給商品等の減少により全体では△5億円。
作業機、部品、修理収入の増加により農機関連全体では＋7億円。

北米は、取引条件一部変更等により△16億円。
欧州は、新商品投入効果や為替換算影響により＋14億円。
中国は、田植機半製品の出荷増等により＋6億円。
アセアンは、インドネシアやタイ向けトラクタ、コンバイン出荷増により＋18億円。
なお、為替による影響は海外売上高全体で＋16億円。

国内売上高は、農機製品で△14億円と予想を下回り、全体で△24億円。

海外売上高は、ほぼ予想通り

営業利益は、施設工事における工事損失 4億円の引当計上があったものの、国内直系
販売会社の収支構造改善やインドネシア事業の収益改善が予想を上回り推移した結果、
予想通り。

施設違約金 4億円等の特別損失の計上があったものの、2018年度より連結納税制度を
適用することに伴う税金費用の減少により、ほぼ予想通り。

経常利益は、持分法投資損益 9億円の好転、為替差損益 3億円の好転等により、営業
外損益が11億円改善し、＋26億円。

当期純利益は、税金費用10億円の負担により、＋19億円。
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２．2018年12月期　業績予想　

【2018年12月期通期連結業績予想】

　（2018年1月1日～2018年12月31日）

＊想定為替レートは、対米ドル110円、対ユーロ130円。

〔業績予想の考え方〕
１）売上高

・国内売上高　1,262億円（前期比＋31億円）

・海外売上高　383億円（前期比＋30億円)

２）収益

・営業利益　45億円（前期比＋5億円）

・経常利益　43億円（前期比＋1億円）

【2018年12月期 期末配当予想】

・

（ご参考）

 ・中国事業の売上高を含むグローバル海外売上高予想

以上

（億円、％）

農地集積による大規模化、畑作・野菜作への作付転換に向けた農機製品及び作業機、
部品、修理収入等の農機関連の増収を見込み、国内売上高全体で前期比＋31億円。

前期に計上のあった補助金収入(営業外収益)がなくなること等から、前期比＋1億円。

北米は取引条件一部変更の影響が一巡し回復を見込む。
欧州は新商品投入による拡販、アセアンはタイ、インドネシアに加え、周辺国への
販売強化等による増収を見込み、海外売上高全体で前期比＋30億円。

2018年12月期の期末配当は、１株当たり30円を予定。

（億円、％）

販管費の増加はあるものの、増収による売上総利益の増加に加え、国内販売会社の
収支構造改善やインドネシア事業の収益改善効果等で吸収し、前期比＋5億円。

＋14.0

2017/12期 2018/12期

売 上 高

実績 業績予想 金額

前期比増減

率

1,584 1,645 ＋61

国 内 1,231 1,262 ＋31

＋3.9

海 外 353 383 ＋30

営 業 利 益 40 45 ＋5

＋1
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 28 32 ＋4

＋2.5

＋8.7

＋13.8

＋1.2経 常 利 益 42 4316

9

2.5% 2.7% ＋0.2% －営業利益率 1.6%

2016/12期

実績

1,531

1,210

321

25

387 491 ＋104 ＋26.9

率

海 外 売 上 高

業績予想 金額実績

2017/12期 2018/12期 前期比増減

海外売上高比率 23.9% 28.0% ＋4.1% －23.4%

2016/12期

実績

370
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